
平和都市笈醤(60・12・3)
謹罪@麗fA平和回、人露共通時粗いである。

し!Jし~ガ;;、事Bll事埋葬(1)艶ぞきは、監現争の臨曹を!á;;み、
B韓日直直仁担え蔀も、

わガ閣官唾ーの事蝿IIIとして、臨民轄の車ろしさと、護露軍の苦

しみ在意捜罪母人々 に訴え、再び岳艶・聾轄(1)移譲を識。草しては
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臣民器史詩しても、その揖龍寺管E止め、とこに'll租畠諸君を欝轄するe
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l'fj籾20~聖徳宅をîìG議して、 2つの術祭コンサート、
11喜書室長され家電言。 6月19日()!.Oは費u実吹奏途切と
IJ¥C告をfiitとのジ3インドコンザートaそして238
(ヱト 24臼(8)の溺81まf第九Jの演習護会。重量孫
子市民フィjむときをE菜子会鴎i護趨1trtn単とした F叡

う会J (J)演奏、翁襲撃は4李総人Bl.一流ソリストを
縫いての初の演奏会です。 2号室護者E逮える我E菜子市
の2つのお渓コンサートを、ぜひご鑑賞ください。

ゆ
減
税
し
ま
一
寸
脂
こ
の
ク
ラ
シ
y
ク
管
出
端

的
救
務
維
と
も
い
う
べ
き
寸
第
九
い
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
め
は
、
謝
料
孫
子
市
民

フ
ィ
ル
と
殺
従
事
ム
悶
酬
明
議
墜
、
そ
し
て

市
川
拶
き
れ
た
中
市
災
愛
好
家
内
皆
さ
ん
払

人
口
ロ
万
人
ほ
ど
の
ま
ち
で
必
附
丸
い

を
液
審
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
柏
崎
に
制
問

が
綴
〈
、
融
開
削
教
務
文
化
都
市
を
民
総

す
私
た
ち
の
我
銀
子
市
の
ひ
と
つ
の
誇

り
に
も
な
る
と
い
っ
て
も
勉
欄
闘
で
は
あ

ワ
ま
せ
ん
。

ニ
め
9
か
月
間
開
1

4
官
鳴
も
フ
J

ル
も

ぷ
酬
に
持
L
e
練
習
に
殺
り
凶
臨
ん
T
魯

ま
し
た
盲
一
度
も
練
明
闘
を
休
ま
な
か
っ

た
合
鴫
事
総
議
、
期
闘
い
い
一
緩
み
が
き
を

か
け
れ
~
フ
ィ
ル
岡
山
員
i
-
。
訪
日
笹
川
州

肢
の
2
日
開
問
、
そ
的
飲
謀
者
怒
っ
と
勝

液
中
ぬ
の
演
奏
を

合
唱
指
導
曹
関
ム
点
滅
…

練
習
開
問
輸
に
あ
た
り
吋
今
日
、
会

問
聞
各
地
寸
紙
一
わ
れ
る
、
歌
つ
人
々
の

除
沿
い
淡
忍
だ
け
の
第
九
、
参
加
刷
し
海

唱
す
る
だ
け
で
特
わ
っ
て
し
ま
、
フ
務

九
、
歌
両
倒
的
滋
味
も
一
機
解
し
て
い
な

い
淡
縁
仏
で
数
わ
れ
札
る
第
九
、
一
そ
ん

な
い
艶
残
な
第
九
と
は
一
綿
密
機
、
ず
る

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
シ
ラ
l
的
機
神

に
滋
る
淡
湖
特
命
除
制
緩
そ
、
ヲ
で
は
あ
り

間期モ
l
ツ
7
ル
ト
歌
厳
守
縫
箔
」
停
機

ま
せ
ん
か
F
L
と
事
掬
菩
れ
る
母
さ

ん
に
申
し
上
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
皆
さ
ん
の
鮮
兵
約
な

努
力
、
府
同
様
に
対
す
る
誠
実
で
高
壊

な
議
勢
、
閣
時
食
品
祖
国
R

の
ご
努
力
、
中
m

サ
イ
ド
の
文
化
一
掴
へ
の
揮
い
こ
総
務

に
会
〈
頭
時
下
が
る
緩
い
マ
一
杯
で

す
お
こ
れ
ま
で
的
努
力
が
日
見
事
に
実

を
総
び
喰
ご
来
場
〈
ど
さ
っ
た
管
制
開

方
と
至
高
町
愛
と
数
白
骨
的
制
問
持
を
共

有
で
与
る
機
を
ぬ
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

の
皆
さ
ん
を
魅
了
し
ま
す
e

入
場
は
録
制
リ
瀬
し
い
ひ
と
と
き
を

お
燃
ご
し
く
だ
さ
い
。

va時
6
n月
間
口
日
戸
火
)
午
紛
の
制
部

を
閉
問
時
機
溝
し
ま
す

q

明
マ
酬
問
い
合
わ
せ
あ
び
こ
「
第
九
L

実

行
機
長
会
委
員
長
片
食
品
臥

宮
(
訂

)
1
3
7
7
〈
終
俄
u
n
殺
孫
子
+
m
v

大人重量負¥1の演奏を毅童書

日
一
時
釦
分
間
閥
横
午
後
的
鰍
2
時
間
開

資喜
一
般
市
民
喜
ホ
ー
ル

V
出
演
午
前
の
総
本
滋
花
山
日
系
小
学

校
ψ

市
街
数
小
や
山
間
*
新
本
小
学
校
@
東

京
吹
機
構
開
山
午
後
的
部
*
湖
北
山
刊
西

小
学
校
半
端
尚
北
台
中
学
校
旗
揚
泳
中
学

校
@
東
京
欧
畿
濃
側
関

V
家
裁
快
勝
時
楽
間
関
溌
饗
曲
目
寸
口
ン

ド
ン
ヂ
リ
l
エ
ア

i
hク
ラ
リ
ネ
ァ

i

キ
ャ
ン
デ
ィ
」
叫
オ
ブ
ラ
ヂ
ィ
。
オ
プ
ラ

グ
ヒ
以
上
午
前
・
午
後
可
ウ
ィ
リ
ア
ム

ラ
ル
ι

よ
り
刊
行
進
出
(
午
務

J

「
バ
ン
ド

内
た
め
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
以
午
後
)
抽
出

V
問
い
合
わ
せ
数
wm繋
民
会
社
会
教

湾
総
惜
(
部
〉

1
1
5
1

第 7間
四
季
続
々
、
税
た
も
に
や
す
ら
ぎ

を
与
え
て
〈
れ
る
争
関
沼
ー
そ
の
子

柑
問
機
内
初
夏
時
一
ペ
ー
ジ
多
採
る
「
あ

や
め
ま
つ
り
L

を
問
問
綴
し
ま
す
の

手
交
沼
公
削
捌
か
ら
ぬ
偶
様
子
手
賀
市
出

漁
協
を
一
級
て
水
生
議
務
留
ま
で
の
設

長
Z

J
が
全
て
県
り
め
ム
習
場
。
子
供

か
ら
大
人
ま
で
殺
し
め
る
殺
り
だ
く

啓
ん
め
イ
ベ
ン
ト
が
皆
さ
え
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
お
ご
家
篠
お
そ
ろ
い

で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
治
日
ハ
包
》

@
濃
い
鞠
天
閲
広
田
崎
{
d
T
W
H
問
公
務

多
民
的
広
場
)
j
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

潟
ん
だ
船
印
刷
(
子
市
町
)
的
脅
空
市

ゆ
悶
同
時
醐
・
震
舞
(
手
間
以
抑
制
n

小
山
総
特
絞

会
場
~

。
均
一
一
フ
寸
ケ
究
会
…
乎
釘
話
公
開
問
・

水
魚
川
相
物
間
関
柏
村
設
会
場
)
:
参
加
芽

れ
た
方
に
記
念
m
慨を脳制服品

@
ミ
エ
$
し
政
機
…
手
質
的
公
罰
あ

ゆ
み
め
郷
鉄
道
」
我
孫
子
釈
に
よ

る
取
出
品

G

我
孫
子
欲
張
が
宮
急
務
総
校

@
我
孫
子
執
務
機
筋
液
晶
明
会
「
イ
ヂ
賀

川
同
公
開
鈴
総
会
場
}

品
問
晶
び
ニ
ふ
る
会
と
舎
に
よ
る
よ
〈

杉
ば
や
し
」
〈
手
錠
抑
制
小
山
総
終
叫
脳
会

場〉

対反対主主同
川軍機使

。
怒
了
と
ぎ
・
建
築
線
級
九
千
柏
戸
川
間

公
期
国
多

g
的
広
場
)

Z

い
燃
料
で
1
人

ハ
サ
ミ
T
小
川
吋
b

雨
天
決

一43f
 

@
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
l
(チ
災
制
的
公
閣

か
ら
水
今
川
総
務
関
〉

。
移
輿
コ
ン
テ
ス
ト
(
水
生
総
叫
明
治
)

'z
モ
デ
ん
を
抑
制
い
て
の
出
間
約
金
!
務

総

a・
問
。
制
問
災
体
切
行

。
予
備
成
岨
楠
山
伐
採
子
手
釘
沼
禍
同
助
)

・
品
開
や
盤
、
小
ι
加
を
葉
巻
で
っ
か
A

r
t
-人
z
o
o
m。
欽
み
物
の

サ
l
r
ス
も
あ
り
ま
す
お

品w
野
だ
て
〈
手
出
H
沼
公
闘
多
mu的
広

場
}

e

お
茶
掛
唱
で
一
服
り

フ
ィ
ナ
ー
レ
仔
日
一
響

。
花
一
睡
蒲
切
花
額
料
配
布
一
本
ゃ
ん
山
間

物開出
)

6

6

先
油
相
Z
万
ル
ゆ
を
必
同
蒋
午

前
別
問
符

vm問
い
合
わ
せ
あ
や
め
ま
つ
り
災

行
委
員
会
・
終
孫
子
総
工
会

品
副

{
m
V
3
1
3
1
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問問噛腕部
4

滋
・
棉
帽
加
問
結
前
u
受
節
祭
神
跡
、
、
糊
持
獲
歩
山
調
際
部
品
媛
、
終
期
間
鎗
Hm現

況
鰯
L

配
官
後
山
糊
し
て
'
く
だ
さ
い
.
ご
の
時
朝
日
り
に
よ
り
蹴
出
掛
制
緩
の
車
問
得
の
状

況
、
見
護
mw曲
融
商
問
状
況
議
鍵
か
め
、
目
白
河
分
か
ら
の
李
副
舗
の
官
民
問
制
緩
決
定

し
ま
す
@
も
し
手
総
務
世
唱
し
滋
か
つ
だ
総
合
作
品
同
捕
、
受
仲
間
掘
調
絡
が
あ
っ
て

も

6
潟
分
か
ら
の
手
当
ガ
交
総
守
口
れ
後
曾
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
e

家
友
、
齢
制
材
料
に
児
獲
手
当
、
殺
期
間
給
Mm官
官
受
絡
先
日
柄
引
る
万
は
申
績
を
忘
れ

ず

に

。

お

努

間

町

議

総

務

線

開

四

時

鵬

家

蕊

地

開

5

軒
醐
盟
組
舗
の
建
期
犠
査

現
涜
騒
の
蝿
出
隊
一
躍
れ
す
巴

V
受
付
制
州

m
e
n
-
R
(金
)
か
ん
い
持

日
(
土
)

V
鵬
首
品
討
議
務
兇
輩
出
附
務
総

な
お
、
お
才
一
紛
で
も
次
の
と
お
り
受

け
付
け
し
ま
す

e

*
つ
く
し
野
支
部
川

6
月
間
関
{
大
〉
午

後
E
時
部
分
か
ら
4
時
四
分

本
総
総
会
炎
瓶
問

6
月
日
目
白
(
水
)
午
前

9
締
か
ら
郁
後
4
時
制
分

第
一
穂
我
支
所

6
阿
月
リ
同
時
{
本
〉
守
的
9

時
か
ら
正
午

*
布
佐
究
所

C
O
R
月
日
比
日
(
本
)
午
後
1

腕
吋
抑
分
か
ら
4
時
都
八
7

w

v

縄
問
総
資
格
(
Z
入国
H
H
H
臨
時
一
の
児
議
)

V
検
挙
守
る
も
の
ゆ
絞
胤
者
年
金
③
義
務
教
稼
紙
撤
e

節
約
問
加
奪
を
含
む
問

(
函
尚
氏
年
会
以
外
的
公
的
阿
部
品
第
、
藤
一
生
年
長
未
滅
的
問
周
波
を
2
人
以
ヒ
議
帯
同
し
て

金
さ
に
品
加
入
し
て
い
る
浴
は
務
家
五
い
る
方
(
義
務
教
育
級
学
術
的
見
液
が

に
よ
る
年
金
の
加
入
蕊
鴫
骨
盤
怨
ネ
成
級
品
一
で
、
年
齢
は
4
月
1
日
判
明
議
)

芝
草
1
n
2
日
以
絡
に
志
向
に
転
入
し

φ
痛
に
然
災
登
録
(
外
国
人
も
受
総
で

た
だ
は
、
約
検
泌
問
品
期
的
役
訴
か
ら
取
り
き
ま
す
〉
し
‘
か
っ
所
縛
制
制
緩
来
滋
的
方

寄
せ
た
平
成
2
年
榔
脱
党
滋
宇
品
川
用
所
得
(
表
1
、
霊
帯
熊
)

一

紘

明

義

V

手

当

月

額

ホ

2

入

践

的

事

胤

一

一

・

3

2

市
密
化
区
域
の
農
地
合
唱
地
並
課
税
を
猫
予

人
事
れ
ま
す
が
、
脱
関
紙
犠
予
的
対
象
か
総
統
的
税
制
酬
と
内
務
師
聞
に
つ

申
告
は

S
R鵠
沼

ま

で

に

農

業

委

員

会

へ

ら

は

除

外

喜

れ

ま

す

)

さ

れ

ま

す

ω

w
v
滋
叡
猶
予
市
授
が
筏
棚
明
党
綴
磯
村
椛
躍
長
期
営
抽
脱
出
甑
絞
終
端
的

治
郎
料
化
区
域
農
地
に
即
時
る
殴
出
品
別
前
線
対
象
と
な
る
農
地
(
乎
成
2
年
般
に
係
燥
地
に
数
此
唱
す
る
旨
円
認
定
を
し
た
機
け
た
農
地
に
つ
い
て
培
、
観

桜
お
よ
H
V
総
滋
渋
川
関
税
に
つ
い
て
は
、
る
縁
組
欄
側
酬
が
3
・
3
平
方
い
引
当
た
り
3

A
官
に
は
、

5
年
総
ま
た
は
そ
の
後
的
5

総
淡
輪
開
部
象
的
3
(特
定
市

昭
和
昨
年
度
以
即
時
、
総
統
川
町
議
止
化
措
万
一
円
以
上
的
綴
地
に
絞
る
〉
で
、
現
に
年
総
に
間
交
長
年
成
分
的
後
一
鵠
は
、
一
幾
地
緩
や
い
綴
滅
し
た
場
合
町

議
(
い
わ
ゆ
る
線
地
的
潟
地
放
線
総
〉
が
胡
耕
作
さ
れ
、
か
っ
油
部
川
川
ふ
営
織
を
継
絞
幾
柏
崎
と
し
て
の
税
制
側
と
議
総
品
府
議
税
所
得
め
細
部
絞
め
特
例
)
的
鋭

機
総
零
れ
て
き
ま
し
た
倫
続
す
る
こ
と
が
滋
翁
と
総
め
ら
れ
る
も
と
の
差
額
に
つ
い
て
後
絞
絵
子
然
、
れ
ま
を
受
け
ら
れ
な
〈
令
り
ま
す
。

平
総
2
年

皮

に

お

い

て

も

新

た

に

議

め

で

、

次

の

い

ず

れ

か

に

銭

当

す

る

終

す

。

践

す

で

に

長

期

営

胸

膜

跡

融

緩

船

関
川
と
な
っ
た
腕
脈
拍
嶋
や
地
日
目
変
蚕
な
ど
で
地

V
徽
収
猶
予
の
凝
り
潟
L

徴
収
猶
予
後
を
後
け
て
い
る
農
地
に
つ
い
て
は
、

幾
時
期
・
と
な
っ
た
木
地
に
つ
い
て
も
課
税

ω一
関
内
線
地
獄
抑
制
が
9
9
0平
方
ば
さ
れ
て
い
る
泌
総
化
区
地
燥
地
に
つ
い
串
舎
か
ら
険
外
き
れ
ま
す
。

め
透
正
化
問
情
絞
め
対
象
と
な
ワ
ま
す
が
、
以
上
で
あ
る
場
合
て
‘
絞
殺
義
務
的
免
除
に
泌
す
る
幾
定

V
乎
続
き
縞
総
務
総
免
除
的
要
件
日

次
的
姿
件
に
該
当
す
る
緩
械
で
、
前
後
神
奈
の
区
域
内
に
お
け
る
ぷ
燦
燦
棋
の
適
用
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
該
当
す
る
農
地
的
併
殺
殺
は
、

6
n
…

が
後
期
営
終
継
続
幾
地
と
し
て
認
出
品
し
持
拡
」
内
総
管
制
現
世
肢
が
9
9
0
平
方
訂
以
た
と
き
は
、
徴
収
結
予
が
取
り
被
害
れ
日
〈
土
}
ま
で
に
農
業
委
員
会
へ
ぷ
救
問

た
場
合
は
、
p
湾
総
統
畿
税
が
猶
予
さ
れ
上
で
あ
る
場
合
(
た
だ
し
、
一
一
間
的
幾
ま
、
て
こ
の
場
合
、
液
沼
な
ど
一
定
等
稔
幾
畿
絞
藤
紘
認
定
申
告
審
」
を
緑
山
悶

ま

す

司

蹴

で

A
W
U
許可附協酬が
1
0
0
平
方
幻
未
満
織
の
場
合
を
略
語
、
会
年
度
分
の
税
領
し
て
〈
だ
患
い
匂

軍
要
件
戸
訳
出
潮
崎
楠
燥
機
統
燥
機
的
滋
織
の
も
の
は
、
鋭
的
鴇
柿
臓
機
内
約
線
上
は
築
は
一
般
幾
協
と
し
て
的
税
制
酬
と
仕
切
地
波

V
間
同
い
品
目
わ
せ
綴
税
制
綿
主
総
務
査
係

書籍782雪

5
9
0
河

本

3
人
間
間
以
隊
的
手
当
-
Z

5
0
0
0
m門

明v
交
総
務
総
珂
申
請
手
続
き
の
湾
内

淵
立
問
丹
分
か
ら
や
滋
を
交
絵

w
v
串
組
問
平
線
次
の
も
の
金
附
属
殺
し
児

窓
保
育
謀
で
手
続
き
を
i
て
く
ど
普
い
。

mv望
②
受
給
者
名
義
丹
市
内
的
余

削
闘
機
倒
的
自
鐙
番
号
(
郵
使
局
を
捺
〈
〉

ゆ
金
総
務
が
泌
総
年
金
に
加
入
し
て
い

る
場
合
持
、
年
会
内
総
略
、
番
号
。
被

用
者
年
金
(
厚
生
年
金
線
、
附
蜘
剛
院
年
金

以
外
め
公
的
年
金
)
に
・
加
入
し
て
い
る

絡
会
は
‘
事
裁
定
に
よ
る
年
金
加
入
絞

明
義
ぷ
畑
中
成
Z
M十
1
n丹
2
百
以
降
に
市

内
に
転
入
し
た
ガ
は
総
佳
品
開
地
の
役
所

か
ら
平
成
2
年
波
閥
均
裁
手
滋
附
川
崎
終
絞

明
轡

都
成
2
年
波
紋
鴻
離
脱
脚
内
疋
棚
州
検
棄
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
め
で
、
純
資

金
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、

検
索
令
長
け
ず
に
計
量
器
を
鵡
間
取
引

な
ど
に
俊
樹
時
し
ま
す
と
濁
せ
ら
れ
ま

す
の
で
、
ご
仲
郎
総
く
ど
さ
い
。

V
轍
薬
品
四
急
対
帆
軍
総
合
叫
取
引
や
紅

明
な
ど
に
使
用
し
て
い
る
泌
総
、
ぶ

場
、
病
院
、
学
校
、
毛
田
品
取
次
出
物
等

w
v
持
品
甘
す
る
る
め
計
経
器
、
事
品
開

特
例
給
付
法
所
得
制
限
に
よ
号
、
閥
均

欲
不
当
が
受
け
ら
れ
な
い
後
尽
者
(
同
国

d

句畿
1

綴
欄
抑
制
脚
線
機
皮
綴

g
g人
権

6
対
1
U
M
は
人
権
擁
護
委
貝
叶
院
が
総

行
さ
れ
た
滋
で
す
。
全
図
人
権
日
時
議
変

異
退
会
会
で
は
、

6
n
l
n
nを
「
人
権

擁
護
委
員
昨
日
い
と
絞
め
、
こ
の
誌
を

中
心
と
し
て
皆
き
ん
と
・
と
も
に
…
織
の

也
局
同委護協

描榔欄人v
 

臣
民
芽
金
以
外
的
公
約
部
品
滞
円
い
銭
入
し
て

い
る
労
)
で
、
特
加
問
給
付
続
得
制
刷
機
朱

織
的
対
が
務
当
し
ま
す
。
な
封
、
市
総

苧
的
蹴
器
は
閉
山
濃
縮
寸
幾
と
開
閉
じ
で
す
，

a
司
祭
主
義
緩
抽
慌
跡
階
級
後

傭
知

4
留

搭

鑑

ク

ー

ル

と

艦
購
詔
盟
搭
鐸
欝
針
の
結
果

然
4
附
開
校
淡
コ
ン
ク
ー
ル
と
第
Z
聞
出
小
市
中
犠
帥
帆
抑
留
岬
V

抵
明
秀
賞
e:滋
北

花
壌
設
計
的
入
掛
腕
胤
鳴
が
決
ま
り
、

4
湾
台
中
、
機
良
鴬
:
お
俊
市
中
、
努
力
賞
:
年

間
B
に
行
わ
れ
た
隷
6
鱒
総
本
ま
つ

η

湖
北
中
《
一
品
眠
時
世
帯
V

務
カ
役
a

認

め
食
品
情
で
表
帯
さ
れ
ま
し
た
昏
縁
関
燃
は
紘
保
育
制
問
、
緑
化
披
進
協
力
食
品
越
後
焚

次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
花
捕
械
設
創
:
伐
採
子
第
一
小
、
我
孫
子
第
二
小
、

で
前
後
榊
践
を
後
朴
践
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
も
湖
我
品
開
係
小
、
新
ホ
小
、
河
村
豆
義

と
に
‘

4
T
賀
川
帥
に
浮
か
ぶ
ヨ
ッ
ト
の
花
(
都
樹
木
可
蜘
悶
総
統
〈
滋
絵
}

崎
直
(
写
真
下
)
が
苧
繁
剤
師
公
機
内
い
い
つ
〈
@
花
壇
設
計

ら
れ
ま
し
た
。
ご
器
開
察
く
行
事
い
。
宮
市
義
寛
:
鈴
本
佳
子
(
茨
城
綴
伊
燦
附
1

0
絡

機

コ

ン

ク

ー

ル

織

化

推

進

協

力

会

会

長

賞

判

明

剖

滋

子

居
眠
ゑ
荷
車
場
希
佼
小
、
鯵
力
繁
2
事
役
南

H
A散
体
唱
普

入
機
感
想
内
啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
申

し
合
わ
uu
て
い
ま
す

D

人
織
と
は
も
す
べ
て
の
人
が
等
し
〈

幸
せ
な
ゑ
滋
を
営
h
w
h
~
的
内
総
本
約
九
位

権
利
で
す
。

品

証

拠

用

中
綜
1
4
2
3

布
佐
2
2
2
4

自
決

3
丹
4
の川口

綬
一
戸
3
4
4
の
5

品開一戸

2
の

9
の
m
M

賦課限度額が42万円

に引き上げられました

地
方
税
淡
の
伏
広
に
附
け
い
平
成
2
年

度
内
国
閉
山
崎
間
臨
時
間
体
験
絞
め
隊
総
阪
波
紋

(
年
間
最
高
校
時
制
)
が
、
相
万
m
門
か
ら
的
制

官M
m
門
に
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

泌
総
帥
慨
終
期
開
険
は
、
被
保
没
者
的
簿

気
や
議
機
1

務
総
ま
た
は
死
亡
時
に
必

要
な
絵
付
与
つ
縦
波
紋
燃
の
撃
で

す
。
と
の
事
業
を
進
め
る
た
め
‘
附
闘
の

員
総
金
や
県
議
助
金
な
ど
を
受
け
て
い

る
ほ
か
、
削
閥
浪
曲
開
山
原
保
険
税
が
認
蚕
な

財
制
聞
と
な
っ
て
，
い
ま
す

E

近
年
的
反
療
品
代
衡
の
め
が
ま
し
い
遂

事
に
伴
、
フ
援
療
被
町
中
尚
勝
や
滋
必
ず
る

骨
肉
齢
化
に
棒
、
フ
し
老
人
際
捧
弛
眠
時
制
哨
火
簿

で
、
附
蹴
剛
院
総
融
制
保
険
会
計
は
券
常
に
桝
献

し
い
状
泌
で
す
α

そ
ニ
で
、
地
方
税
法

嚢
闘
員
の
日
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人
権
擁
議
委
員
は
、
み
な
ぎ
ん
め
人

織
が
淡
々
♂
れ
な
い
よ
う
に
蕊
持
し
た
り
、

人
組
械
が
後
寺
此
た
人
が
い
た
場
合
に
は
、

結
談
相
千
に
な
っ
て
数
淡
に
努
め
て
〈

れ
ま
す
。

市
に
は
法
務
大
臣
U
F
議
機
し
た
次
的

人
総
綴
惜
間
接
気
が
い
ま
す
。
相
閣
議
は
毎

月
開
詩
的
削
叫
慨
に
市
役
耐
市
民
間
相
談
室
で

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
治
世
也
制
時
識
も
受
け

て
い
ま
す
の
で
お
終
的
較
は
ど
フ
ぞ
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
日
階
級
は
附
附
く

守
ら
れ
ま
す
e

V
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聡
諜

の
改
正
に
帥
け
い
総
事
以
鍛
え
殺
さ
と
し

な
が
ら
、
今
思
の
険
課
限
段
級
制
引
器
密
十
一

げ
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
務
総

主
ぷ
泌
カ
を
お
府
側
い

L
ま
す
e

留
民
健
臨
隣
加
部
品
減
税
は

納
期
限
市
内
に

約
め
ま
し
ょ
う

制1??沿 413iih
1葉晃 7!'l2日〈月} ! 今す;系[Jめをき傍受 t.'- 聖~ ? s事iま!:

器1 出治村長持五時11?をき自
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こ
れ
世
ら
帥
執
務
・
様
相
帆
に
者
る
方
へ

子
持
附
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
‘
ど
ん

な
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
か
、
ご
央
品
開
で

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
e

ぜ
ひ
、
♂
ふ
究
開
捕

で
参
刻
し
て
く
だ
さ
い
む

マ
限
時

6
R
M
n
~・
本
)
午
前
9
時
泊

分
か
ら
日
時
却
分
ふ
訟
で
{
銑
け
品
目
け
は

当
日
品
開
場
で
午
州
刑
9
時
日
分
か
ら
〉

智
内
容
瀬
川
ミ
リ
覗
写
吋
mwと
子
の

き
ず
な
い
蝦
赤
ち
ゃ
ん
の
お
問
問
Q

閥
的
入

れ
カ
(
実
潟
〉
お
よ
び
子
資
て
に
つ
い
て

間
閉
そ
の
総
抑
制
談

ザ
時
間
午
前
9
時
初
分
か
ら
H
時間制

骨
ま
マ
(
第
3
開
酬
の
み
午
後
1
時
か
ら

3
時
ま
で
)

E
V
持
品
世
母
子
縁
駿
平
銭
お
よ
び
鍛
認

閣
時
同
辻
線
開
削
持
参
。
祭
主
総
回
は
パ
ス

お

覇援

護中号

令種事“

警λtよ
空 く
13ん

一 一 一一ー一一刊明ω一一一司 ……勺

I 
新
学
織
が
始
ま
り
立
か
湾
、

も
た
ち
は
一
耳
然
で
設
校
し
て
事
?
か
。

相
続
的
強
小
、
は
.
学
校
生
法
山
や
家
嬢

潔
機
、
非
行
側
同
級
な
ど
の
悩
み
を
持

っ
て
い
ゐ
引
い
泌
総
や
子
ど
も
の
な
携

に
た
勺
て
指
紋
に
怒
と
て
い
ま
す
a

相
相
続
は
相
刑
判
付
で
、
総
務
は
守
号
ま

す
の
で
安
心
し
て
ど
我
尽
〈
だ
さ
い
会

wv
相
続
帥
同
月
曜
8
か
ら
金
時
曜
日
‘

午
川
期
日
時
か
ら
午
後
4
持

V
湾
総
兇
護
保
帯
同
縁
談
開
思
児
遊
務

総
裁
世
(
部
)
1
1
1
1市
川
純
3
6
2

中
部
ち
ゃ
ん
は
生
後
3
1
4
か
汚
に
な

る
と
織
機
e
盆
且
か
に
な
り
よ
〈
然
、
ヲ
よ

う
に
な
り
ま
す
。
同
時
縫
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
の
時
織
の
赤
ち
ゃ
え
ゆ
品
・
ふ
に
赤
ち

ゃ
ん
体
号
待
っ
て
い
ま
ナ
a

手
足
を

よ
く
動
か
す
こ
と
な
ど
、
お
母
$
ん
的

機
き
か
け
に
よ
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長

を
す
ば
ら
し
い
も
の
じ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ザ

υお
い
で
く
だ
さ
い
n

V
輔
副
駅
内
容
身
体
齢
制
刺
側
、
滞
ち
ゃ
ん

体
段
、
準
緩
抑
制
組
制
、
歯
科
制
抑
制
問
、
回
開
繍
時

間
聞
の
倒
閣
総
合
ど

識
出
私
自
ル
繕
鈴
は
母
子
縁
綴
苧
絞
め
無
料

券
(
3
1
6
か
切
片
隅
ぺ

9
1
n
μ
か
月
間
期
)

を
利
用

L
E闘
機
機
間
関
で
受
け
ま
し
ょ

1

4
司

蝿

阿

閥

均

格

競

m
m
務

「鐙がだいじ食べる楽しみいつまでもJ

一…食べたらみがニう
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包
庶
民

E
E
:
L
-
h
F

診
断
内
務
準
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
a

期
か
ら
1
学
織
に
か
け
て
移
免
ず
る
傾
符
と
い
っ
て
も
、
こ
の
病
気
主
的
付

-
a
N
Z
R
J
司

d
g司
ゆ
立
ち
く
ら
み
や
め
ま
い
を
裁
し
や
す
向
が
あ
り
、
成
綴
毒
装
校
警

ιzuぃ
z
b
E
4る
こ
主
で
す
。

な
ち
〈
ら
み
や
動
機
、
怠
切
れ
な
い

E

結
び
つ
く
こ

k
に
な
り
ま
寸
。
一
役
釣
に
こ
的
機
気
に
か
か
る
人

ど
、
こ
れ
ま
で
「
体
質
的
機
怒
L

と
後
立
っ
て
い
る
と
気
分
が
緩
く
な
っ
と
そ
の
胤
闘
は
、
血
管
淡
討
、
即
時
ち
臓
は
J
育
つ
綴
り
の
絞
殺
防
u

が
多
い

然
然
組
側
い
さ
れ
て
い
を
か
っ
た
綴
絞
り
、
倒
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
管
内
太
さ
を
潤
桝
隣
附
し
て
血
原
告
…
疫
に
の
で
止
の
こ
と
に
気
を
つ
け
る
と
袋

内
中
に
ダ
総
立
性
議
筋
燦
幾
M

が
あ
③
入
浴
時
、
あ
る
い
は
織
な
こ
と
を
見
出
陣
持
す
る
機
総
が
低
下
し
て
し
ま
う
ニ
い
で
し
ょ
弘
主

れ

ソ

ま

す

伶

問

問

聾

す

る

と

気

分

が

惑

く

な

る

。

と

で

す

。

健

凝

な

人

は

、

緩

て

い

る

状

お

車

窓

平

総

怒

り

癖

を

つ

け

、

議

制

こ
れ
は
級
審
問
捕
に
多
い
摘
気
で
、
③
少
し
動
く
と
動
停
や
ぬ
m
m
w
れ
が
す
る
。
臨
時
か
ら
ね
枇
き
あ
が
る
と
品
管
系
が
収
縮
チ
レ
い
ゑ
治
制
由
演
を
つ
け
る
。
像
欲

し

ば

し

ば

受

校

扱

浅

町

市

出

国

闘

と

も

な

枕

棋

は

協

力

し

て

、

続

神

的

批

〈

ま

し

れ
¥
や
身
絞
め
一
種
で
あ
る
「
笠
絞

J

努
減
回
章
一
二
三
一

;JY一
除
品
書
童
書
&
曽
書
生
書
a
P
L・
-
さ
を
つ
け
る
。
ゆ
抑
臨
時
探
時
的
乾
凝

縮W
消
印
鐙
」
主
摺
端
的
剛
容
れ
る
こ
と
が
多
何
時
頃
経
j
げヘ一

a
q
J泊
肝
緋
J
L

尉
縫

Ja念
ぬ
注
染
問
冷
水
摩
擦
、
体
操
な
ど
玄
楠
鎖
的
に

並
p
t
J
、
畢
↑

hw仁
語
瞬
〆
瀦
咽
燃
が
匂
与
笥
草

く

あ

り

ま

す

王

室

撃

が

警

ニ

F
句

M
a
q
z
z
G
J蒲
温

帯

聖

堂

一

一

ア

行

う

。

事

れ

、

ま

し

い

総

胤

聞

と

治

療

が

刊

行

わ

そ

し

て

、

慾

外

に

効

糸

約

な

め

は

、

れ
れ
ば
日
術
品
荊
気
で
あ
る
と
と
が
わ
③
割
引
は
な
か
な
か
飽
き
ら
れ
ず
、
午
紛
し
て
拠
伐
を
一
定
に
然
つ
よ
う
自
然
神
入
相
印
後
、
ひ
ぎ
か
ら
下
に
本
を
か
け

か

つ

て
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ま

し

た

。

中

総

子

が

懇

い
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総
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臨

聞
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し

か

し

、

ニ

昨

務

気

る

こ
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離
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で
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起
立
糾
問
機
筋
障
害
は
ち
自
律
神
級
こ
の
ほ
か
議
色
が
緩
い
、
疲
れ
や
す
の
あ
る
人
は
、
血
管
鰯
僚
が
う
ま
〈
い
絞
殺
し
た
い
の
は
、
こ
の
病
絞
と

糸
央
線
症
の
一
織
で
あ
り
、
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機
器
い
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数
が
な
い
‘
最
り
物
に
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い
や
か
ず
、
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半
身
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紙
車
任
状
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ま
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て
的
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Y
い

が
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げ
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れ

ま

す
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と
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け
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仁
か
け
な
り
や
す
い
的
で
す

D

ら
か
に
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要
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。
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仙
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療
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瓶
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株
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V
問
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せ
総
孫
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三
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摺

い

る

こ

と

で

す

が

‘

官

一

切

6
5
2
5

会そ?長自ポ
逐日企主主 信

号言撃芸議会
次はこ主 .. 
齢 、 Q 雪面草ぜ
，:1.中員 I ，1.~ 
F年之上 25 正事

長EZ更ゐ

v:;;主 V 告をい

で秀議ピ主聖
堂玄午李主主

lf t表的 機
i某込 l でき詰議
総 52時お日で
セ";"30宝えは綴
ン?分後{濁ん
タムかに別で
1 3'0を1;'!!l工、
室長さき正寺会主:文
書垂 e おは

蟻芸
構そ(

。髄雪議

?を
や"!!
ん g

事
関
醸
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ふ
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予
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接
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あ
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れ
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作
隅
m
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受
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築
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湖
北
会
ー
の
ロ
の
ぬ

{
湖
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績
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械
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受
け
て
い

回
出
向
闘
は
、
き
ら
し
命
1
5
0
的
後
、
晶
、
め
ば
え
て
世
採
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
@
な
い
乳
品
研
究
〈
対
象
出
品
に
は
滋
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踊
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i
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受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
も

6
月
5
2
U
{

火
v

一
6
H
7
縫
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湾
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鐙
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縮
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憎
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付
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。
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縫
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篠
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迷
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績
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よ
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付
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岨
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縫
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仏
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仙
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藤
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…
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。
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簿
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伸
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鎚
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翻
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襲
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仙
れ
い
る
よ
、
フ
に
動
ま
り
、
太
一
砲
事
に
同
級
し
み
を
が
ん
岳
山
隊
滋
を
ぢ
つ
a
き
た
の
が
鴎
務
付
下
必
い
ま
す
。
ニ
め
一

九

一

人

。

と

り

円

安

楽

的

そ

雪

道

機

皇

る

こ

と

を

品

に

約

そ

の

ほ

か

、
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…
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友
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入
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縫
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献
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齢
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縫
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滋
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と
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練

習

は

‘

制

緩

増

水

務

自

に

有

一

民

総

資

…

織
を
絞
っ
て
行
わ
れ
る
ω

ぷ

騨

幼

』

と

呼

一

ば

れ

る

資

制

慨

に

合

わ

せ

て

議

機

体

操

一

か
ら
始
ま
り
‘
都
市
軟
体
操
、
裁
本
な
ど

民

上

技

大

会

識は怠し金へどうぞ

m闘措
犠wv 

お
は
な
し
の
ロ
i
ゾ
グ
に
火
が
と
も

る
と
、
載
し
い
約
制
舗
の
は
じ
ま
ワ
片
山
ヒ

ま
り
i
:
。

お
は
な
し
会
は
、
索
引
諮
り
や
絵
本
的

統
み
間
関
か
せ
な
い
し
台
北
端
ヒ
て
、
子
ど
も

漆
民
本
的
世
界
的
殺
し
ま
ふ
之
、
読

書
内
明
闘
機
ヴ
〈
り
の
お
宇
一
鵠
い
を
し
ま

ナ
。
対
象
は
、
4
鋭
か
ら
9
歳
く
ら
い

ま
で
的
お
子
さ
ん
で
、
中
に
は
篠
田
闘
の

よ
ー
つ
に
事
加

L
て
い
る
フ
チ
ピ
y
コ。

滋
縫
さ
ん
も
ロ

本
帥
聞
と
布
後
分
館
で
そ
れ
ぞ
れ
月
2

阿
間
関
態
き
れ
て
い
ま
す
。
お
気
制
明
日
ご

臨
時
伸
如
く
ど
き
い
。

d

司自問械

熊

酬
明
白
刊
拓
年
7
n
l
u
u
に
県
下
総
格
闘

の
中
市
に
な
呼
て
か
ら
、
今
年
で
初
年
に

な
り
ま
す
。

ん
閉
で
は
、
さ
ま
ダ
ま
な
問
題
年
総
念

事
裁
秒
、
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
つ

動G細曾
韓議子末櫨筆書
クラブ

と
し
て
市
問
問
機
上
鋭
校
大
会
を
問
問
機
し

ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
務
総
く
だ
き
い

G

な
お
、
こ
の
火
会
同
同
議
附
肉
体
時
同
大
会

的
選
手
選
考
品
開
も
緩
ね
、
好
記
録
的
波

誠
一
a
は
、
関
大
会
へ
汲
滅
す
る
予
定
で
す
。

w
v
日
時
7
n
月
1
日
(
日
)
午
的
。
。
時
間
却

支
持

V
会
構
哨
市
民
盤
上
競
枚
酬
明
〈
却
特
姐
悦
山
内

運
動
公
剛
山
内
〉

智

V
山
同
四
噛
資
悼
惜
市
内
技
後
で
、
成
年
は

開
明
粉
抑
制
十
4
月
1
日
以
綴
に
魚
ま
れ
た

方
。
少
年
は
鳩
山
相
羽
年
4
月
Z
Rか
ら

に
参
加
制
問
凶
師
、
住
所
、
氏
名
、
定
年
月

夜
、
電
話
議
今
、
齢
制
務
先
を
明
時
叫
し
、

6
n
M
抗
日
(
目
、
必
務
)
ま
で
に
古
戸
6

9
6
数
策
検
閥
会
体
育
制
相
官
〈
貯
〉
1
1

ガ々

5
5
へ

田
和
小
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
れ
~
方
c

(
平
成
Z
年
4
R乃
1
日
令
基
準
と
す
る
一

V
磁
場
制
制
緩
1
人
Z
綴
悶
悶
(
り
レ
i

を
陣
怖
く
)
ま
で
b

V
申
L
込
み
・
回
附
い
会
わ
せ

@
イ
ン
ヂ
ィ
ア
カ
大
会

n
b
同
月
日
日
〈
臼
、
必
着
)
ま
ぞ
に
中
島
戸
6

w
v
E
H
時
6
月
門
U
U
M
〈
日
)
午
務
9
時
9
6
教
育
幾
闘
開
会
体
宵
譲
へ

w増
街
中
開
災
体
育
帥
附
品
明
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
ア
銭
務
会

V
時
楓
銭
一
机
蹴
陣
内

E

女
、
4
人
制
制
(
登
V
銀
問
問
6
同
月
9
a
(
ふ
会
、
川
N
U
U
(
本
}
、

品
開
は
7
名
ま
で
)
問
自
(
土
)
的
3
訪
問
問
の
う
ち
務
合
的
よ

V
M
杭
合
方
法
ト
1
・
ナ
〆
ン
ト
制
制
い
自
に
彼
接
会
議
へ

V
品
世
加
臨
H
1
4
T
l
ム

E
o
o
o
m門
V
時
一
間
午
約
四
時
か
ら
十
此
や

w
v
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ
京
キ
V
場
一
隅
湖
北
合
中
央
公
酪

に
チ
ー
ム
名
、
代
表
巻
町
hWJ仙
川
、
氏
名
、
閣
盟
州
問
い
合
わ
せ
い
ず
れ
も
体
誉
議
官

電
議
番
号
、
機
必
殺
の
氏
名
を
明
州
都
し
、
(
M
M
)
1
1
5
5
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一

務
総
仰
け
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て
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校
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一

綾
風
め
と
は
り
来
る
よ
な
寄
捻
級
三
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智
代
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E
臨
時
的
認
や
母
待
ち
お
り
し
孫
生
る
悶
悶
調
印
治

1
1

あ
と
患
い
に
痛
む
身
的
つ
ら
事
絡
網
過
す
波
間
照
子

祭
料
開
茶
汲
む
心
的
渦
守
友
来
た
る
斗
前
田
山
は
る

谷
寄
手
抄
警
護
太
誌
に
帯
主
見
て
組
問
減
量

染
ね
む
り
ぐ
せ
っ
き
し
鐙
や
治
世
だ
れ
瀬
戸
台
め

h

州
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葉
静
柵
齢
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総
げ
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虫
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且
H
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礼
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1
入
関
側
部
南
側
附
も
な
き
認
め
燃
世
惜
し
て
今
日
の
お
縫
紋
織

り

っ

て

見

せ

ぬ

部

制

緩

寧

女

い
幾
人
か
子
を
前
向
て
で
も
老
い
の
み
で
議
時
る
人
を
あ

寵

臨

島

民

号

況

で

開

く

呉

野

一

一

三

a
Z
曹
苦
八
十
箇
的
級
魚
総
は
れ
胸
島
っ
し
)
滋
族
に
囲
ま
れ
あ

の

，

が

た

き

か

な

叫

村

上

知

子

日
は
ず
件
、
に
入
り
に
け
れ
ど
も
早
苗
留
は
綴
〈
光
れ
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礼

槻

り
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っ

し

て
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川
町
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〈
も
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ク
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駅
丸
山
川
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ワ
絞
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怒
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と
鼠
一
雨
明
潮
見
絞

っ
向
日
ま
係
議
僚
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に
て
川
崎
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む
ら
君
善
的
殺
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映
え
た
る

が

丹
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役

ん
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博
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市
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お
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鱗
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ラ
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言語782慾之

我
孫
子
総
一
e

小
学
校
内
務
制
閥
、
一
学
問
員

削
を
の
ぞ
む
高
A
討
に
綴
問
自
治
会
が
あ

る
(
有
償
袋
綴
〉
。
こ
こ
は
間
唱
和
知
識
代

広
脱
九
州
州
お
&
冠
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
‘
周
辺

に
は
緑
が
a
y
〈
幾
っ
て
い
る
。
会
開
州
数

は
冊
俊
融
市
〈

4
議
)
。
向
田
治
会
同
門
サ
ラ

リ
ー
一
ザ
ン
や
自
営
然
的
対
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

骨肉
A
闘
い
依
置
す
る
肉
悶
総
会
期
開
捌
糊
の
す

ぐ
下
に
は
、
小
中
山
繁
液
晶
哨
総
跡
(
日
制
臨
時
明

緑
地
)
的
公
開
酬
が
あ
る
。
大
波
4
年
か

ら
日
同
年
ま
で
台
様
派
内
総
相
開
設
散
が
こ

こ
に
緩
み
、
「
制
抑
制
榊
ヘ
寸
時
一
奄
行
総
ん
な

ど
の
作
品
を
執
筆
。
裕
和
刊
mm
年
に
は
、

小
山
制
問
が
使
っ
て
い
た
繁
幸
一
風
向
欝
淡
が

市
に
寄
険
各
札
、
こ
の
公
捕
閣
に
機
元
さ

れ
て
い
る
。

vr あ(5) 1990. 6. 1 

協
品
約
部
市
此
に
補
助
金
的
資
品
目
を
受
け

た
感
受
註
耐
性
紋
笈
議
、
決
一
都
品
織

を
申
綴
時
に
何
掘
出
し
て
く
幻
想
い
，

V
議
出
先
・
問
問
い
合
わ
せ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
畑
作
コ
ミ
2

ニ
ラ
ィ
係

い
っ
た
行
楽
は
行
っ
て
い
ま
吐
ん
。
後
と
ま
り
は
い
い
で
す
ね
ι

絞
め
税
期
は
1
年
T
‘
部
年
持
ち
回
り
ふ
申
山
宮
本
選
が
な
か
っ
た
頃
は
‘
縫
治

に
し
て
い
ま
す
n

こ
れ
は
会
副
民
的
山
首
寄
金
内
的
公
総
仁
術
易
木
造
的
給
水
溶
が

ん
に
務
総
会
の
役
総
を
知
っ
て
い
た
だ
あ
っ
て
、
そ
こ
が
井
問
機
会
議
の
携
に

く
た
め
で
す
。
小
番
な
由
国
治
会
で
す

L
、
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
い
ま
で
も
斑

ほ
と
ん
ど
が
荷
役
代
の
方
で
す
か
ら
ま
に
仕
る
と
花
火
を
持
ち
採
っ
て
、
出
丘
町

会
だ
け
の
小
き
な
花
火
大
会
を
し
て
い

ま
す
よ
。

俊
治
会
町
議
開
蛸
は
‘
滋
帥
附
が
狭
い
こ

と
と
街
路
灯
が
暗
い
ニ
と
で
し
ょ
?
か
。

火
靭
一
端
織
が
入
っ
て
こ
ら
れ
な
い
の
で
、

大
災
な
ど
の
災
擦
が
綴
っ
た
場
合
は
心

配
で
す
ね
。

ま
た
、
昨
年
4
汚
か
ら
地
問
、
緑
、

寿
地
区
が
料
開
州
知
ψ

で
す
ん
地
廷
に
榔
閣
議
必
守

れ
た
ニ
と
も
み
っ
て
、
様
給
月
1
問
問
役
員

が
か
〈
替
で
波
間
関
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い

ま
す
し
。

w
v
A
判
長
官
一
同
野
義
久
総
2
の
9
め
鵠

宮
(
田

)
7
9
8
7

h
p
井
戸
議
金
織
の
織
と
な

っ
て
い
先
ぬ
持
論
調
会
内
的
小

お
な
公
額

企
窓
繁
藤
紘
醐
脚
軸
僻
仁
復
元

容
れ
て
い
る
欝
牽

5
刃
向
山
総
〈
鴎
}
、
自
局
紺
畑
一
専
門
的
博
物

防
聞
と
し
て
持
層
内
初
の
よ
刊
孫
子
市
自
崎

町
博
物
館
い
の
機
銭
式
典
が
、
開
園
、
然
、
波

間
桝
衛
隊
約
繍
係
者
や
(
時
間
〉
山
際
働
時
綴
訴

え
試
問
、
間
関
係
機
関
、
協
力
者
ら
約
2
2

0
人
が
山
山
燃
す
る
な
か
、
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た

a

式
典
で
は
大
井
一
稜
術
舵
慨
が
ぷ
四
社

会
を
知
る
こ
と
で
、
由
時
然
環
境
町
大
切

さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
あ
い
草
つ
し

た
ほ
か
、
博
物
品
蹴
盗
殺
協
カ
教
に
感
縁

状
を
時
曜
日
活
。
式
総
務
了
後
は
、
同
制
州
内
品
仰

が
館
内
者
間
同
学
、
ト
キ
な
ど
約
4
5
0

は
読
め
な
い
が
喰
上
二
文
学
は
総
識
に

判
中
丸
総
」
と
脅
か
れ
て
あ
る
。
下
一
一
文

字
は
現
段
滋
に
お
い
て
は
、
仲
間
後

rき

平
成
Z
年
2
月
か
ら
3
月
下
旬
に
(
浜
お
織
の
磁
間
開
)
を
中
、
む
と
す
る
地
な
い
砲
し
か
し
な
が
ら
吋
党
総
口
口
」

か
け
て
発
掘
担
調
査
を
災
絡
し
た
湖
北
械
で
‘
こ
の
土
器
も
典
明
時
的
流
通
経
路
(
は
せ
っ
か
ベ
め
口
百
}
と
言
、
ヲ
入
品

丹
波
当
地
波
緋
的
一
山
号
住
緩
跨
か
ら
を
経
て
、
常
黒
磯
総
方
か
ら
も
た
ら
容
れ
が
響
か
れ
て
あ
っ
た
こ
と
は
織
か
で
あ

m
理
常
齢
的
怯
略
さ
れ
た
土
問
櫛
が
山
開
土

L
た
a

た
紛
で
あ
ろ

-Z
我
孫
子

ιお
け
る
8

る
倫
凶
号
住
居
跡
取
念
的
銭
的
遺
物
も

こ
の
土
器
は
、
一
般
的
に
須
主
義
在
世
紀
以
請
の
摂
滋
畿
は
横
穴
式
石
申
競
争

8
荘
一
紀
円
借
間
学
代
で
あ
り
、
同
州
郊
の
後

呼
ば
れ
る
阪
換
の
硬
衰
の
も
的
そ
、
持
つ
密
検
出
町
憐
獄
遊
牧
と
し
て
捻
悶
島
幸
恵
思
駒
山
V
俄
か
ら
紛
れ
込
ん
だ
好
船
出
性
は

5
後
記
ご
ろ
半
島
か
ら
そ
め
技
町
憎
が
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
宅
住
居
跡
か
な
く
、
暴
番
町
総
索
、
れ
た
時
期
は
0
6

殺

も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
製
作
仁
川
同
級

震

の

警

警

用

い

、

絡

協

と

選

民

民

な

食

P
A
」

3
-
〓Z
J
3、
ノ
民

議
成
に
よ
っ
て
震
に
雪
上
が
¥
一
い
一
一
家

3
M
J
L
P人
減

J宅
弱
視
な
3
J
:
M
Z
J

る

。

従

っ

く

重

き

(

毒

殺

の

三

/

ユ

ズ

ム

グ

シ

ザ

ケ

ミ

fu--い
ほ
し
ヘ
一
一
一
ぺ
三
五
九
一
之
内

f
v
h
f年

N
M
V
T
~

ぐ

と

や

日

…

ぷ

Y

シ
ー
さ
p
dごろよ
Jr
一ヶ

き

は

技

法

も

?

主

的

1
2
2
ル

ド

l

j

f
書

主

ヱ

入

信

噌

開

闘

が

作

っ

た

も

の

と

怒

わ

れ

|

君

"

・

3
1

る
。
、
総
閥
凡
さ
れ
た
土
擦
は
、
溺
命
付
ら
発
は
怒
れ
る
場
合
は
緩
め
て
鶏
で
あ
絞
め
総
半
(
第
1
間
関
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、
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平成2年5Fヨオ臼奪還を 殺人口12仏総3人(+1.327人〉
〈ま昔前年比〉 湾総.754人女60.079人

*t空事警護主38.以ヰ主主事葬(+950俊子誇〉
@市役員野本主r85 刊行
@つくし野安高野 84-8801
@湖北 台 東 所 88…0828
e溜 ~t sl.所 88-2111
曜静穏佼 E定員時 89-2おg
e重責務型車員会 85ゐ 1151
e水 道室 長番目4一宮111
@葬 場 防 護 84-0119
@少年センター 84--1京JO
@係書室センター 87-1131
毒事 務 民 会 総 84-3311
e.p災公民監童話2-0515
@腐の簿物館 85-2212
8形民体湾重1187…行55

験iTi民童書襲撃喜宮本館84-1110 湖北台

分館87-3(勝手在住分隊隊 1311
8撃事総著書館日7…鍬ω

@都市法違襲撃務長時 85…1171
曜量書事体障害嘗軍曹福祉をzンタ-88-0141 
織あら君主総 88--4188
@つつじ 絞 88--0123
曲家覧51担焼稼〈浄化韓霊)87-，2379 

〈ゴミミ)87-0015(し重量)88-25ヰ7
@布佐禽近縁センタ… 89← 3740
曜量3貫主台北i丘言語センター 82-おお
暢滋芯君主F自民センター 88-9昔27
骨布佼iTia¥センター尚一1193

惨B事事 61'ヨ8B(主註〉午前10務 ※ラヂヤツティーf1+fーもfういき安こすω

..~額所 定義，~会中央公綴E主主室主主os:

議警 〈言語5眠時JJ.t)

験陪い重量増つt主 公躍語録t埋葬撃 ..~轟童書 6伶11B(臼〉午藷百8善寺30

送主語BI品、言語芸菱総談宅51ラいまミ:r0 分主主主桑子I!R初、札口総務合

言霊長援会選へお織しくださし¥0 1>肉聖書 ~tlJ\金の本土考委語学主主ど

惨参車告書聖 2Cおお〈資料代議設在三〉

惨申し込み・摘割し、合わせ 6fヨ15
8(幾〉までに霊童話で総飽宮(&D20

47C獲量事〕へ

事動曜講輔害車
シヲつ
1"/0(，1 

検罪罷8・場所 6f寺27日(水〉型軽主主
主系主l'C.C C新ペソフフヌ5支え)
検募集人災 2ωぞろくt宮内者五t主警〉

炉参1追撃費 3ぽJOF弓 ifヨし二アv一一襲警

及u飲食ftはお自主亀裂ヨ
が織し込み・罪事しも会わせ 1¥11キ

lこ{住再号、氏名、年齢を毒患きとし、 G 

F苦8BC潟白B事事受章〕きまでCL5P 696 
iTiE益事事湾館内総務予ゴルフ協議控

ゆ7)竹55，，¥(1i吾妻喜多霊堂o尊重務総選室〉

毅今大主主総m著書紋滋会入会としEま

す。添え芝、ネヴトの怒上位邸主ろ後

今紫綬F百民大会出望書の害警資格惑と

し談をま。

1>白書寺 fう符9Eヨ(士〉午後2&奇か

らヰ毒事

か器量添 市長完金銭主義2・3受話滋重言

語砂演感イラン rベー)[.，oゅのt世

界 z

1>書事告語 ヴイヅター・てノックE記

f総i軍大雪李総寄り

惨事事1J(J草壁 会員持翼線、非余震重品聖堂

?∞口問、長室校生以下5∞

..塁塁い合わ枝 子包Jfl惜〈呂2)然45

砂日締.~罷員時 6f司24EヨくBl午前

善寺受信、 iUE主体重議室宮

1>種g 綾・3Oi~ ・ 4針主 50ft

とも雲母t;r.シンヅ)[，ス (1人2襲撃el

さまで協議司〉

砂害事加賢 1穫恩5(泊F号

惨事し込み・砲し、会おぜ 6湾ア

8(末、高1>着〕殺で!こE罵重量襲撃留で隊
所、氏名、とお話連窪日常時時乏し、

1J(J襲警を添えて、議1tt笠5の lO7

杉際葱繁予想(87)2552(午後7騎

tJら91紛へ

秒8草寺 61'ヲ28(ご仁)、 3Eヨ(8)
午前守伐Eきから午後6草寺

谷署華街 市災救護軍

か巨悪い会おぜ リリ11蝕 (82)6288

書き6草野立孫子ヤングミス ジッ

クフェスティ1¥んを8Fl勺日(閃〉

iこみ録会館で約獲しさま90

議事加者言惑のブ)[.，ーブ(F宮内自:!主令

主主聖~1 -tE学)I語、 ヅ1[，-::18、代

表替の役所、氏名、震言語i!i>号、

炉8草寺 6月15まヨくぎ註〉午硲010害事30 動年霊安害事者量百震委書 Cご議菱総くださ主し」

分ガら正午 毎締め切り 6J~ヨヨ(金〉

砂話語丹時 天xをき1乙近隣センター 惨連絡事監社会殺事事務官(85)1151

b内容 さ手作りパン・ケーキ・ク

ツキ ¥こEブロン、小務、ヨうもち

ゃ、りサイクjし隊長〈祭実現〉

ー炉問い合わせ 浜申まま(83)0175

(雪辱;全長不
1>8H寄 61'すJO臼〔臼〉、 24くBl
いずれも午首れ筏涛tJ"':>

砂話議員暗 殺ミ子卓政務(iU役熱波<)

..会費 1500尽く養護重量i古〉

谷罪重い苦言わせ 綾子宮(82)33吉4

加説話要事霊童絡 E害関代初二重量援問〉に

芝民俗ガおり、 守貫主設許暴言害者fニ後祭を

お持'5o:芯(君主Z干こをき〉

砂内軍事 者主主筆詩襲撃者主了外出すると

きのi立さ宣言い

I>fE翼~月 1 日から手足立ヰ有06

約五日g

..e担し"'"み，問い合わtオ 6;:寺

日a'e:!こ言震基ご簿主聖者童子止諜へ

事炉提宮翼事演議 筋肉夜伎で福祉!と空聖

書専のあるヰ5淡来望書ヴバE主語棄な女性

惨事事聾玖E竜 寺号守ニモ5

惨申し込み，閥い含おせ 6月8
BC芸誌〉までに建議運草案亡事事喜重くでうイ

J:J戦12絞〉 後符50議事事警事若干止言葉へ

ま紛がをう99寺
ゐ場所中央学際大学

..霧車襲E定員 5'13 (語調二工事長者殺び

その淀業喜毒殺韓基先、主控室署lこ軍事だ主主

い之さ{革、 18童差以上のー絞めヌきも

きをけ{哲げさます〉 鈴主主!とま除ASI

CブGブラミング

惨事監事事科 書野線8000f時(テキストK

フロッどイt禽司王〉、事李総5印お河

ゐ申しあみ・罪悪い会わせ そ主河呂

正三〈委設〉法でに綴:工喜重光護軍へ

1>1'層緩めコ忙をさ A2戦J(59，t>x 
42~>) 縦護

，惨事霊織を重るを患者事 4e3以内、

不旬、 室墨書飢えは「熱電話重量業主封I工

芸整然計調童話I'F需主二三年121'ヨ31BJ
め文学校必ず入れること

惨飯事事F臨隈 6見30BC三t-必豪雪〉

詳しくは、:)e霊童書F長克塁t係へお隠しミ

合わせ〈去ささし」

撃参草壁繕 警護護金書〈君主事議設費績を念む〉

安射殺の3吾~1.J

b人E義 2 8

少数襲撃 伝泌総義務競馬をお〈結fも〉

炉型尊重量 妻喜三李総用機31JPl(的{ご

総数・書室警護，深夜さ手主旨湿り)，:Q通

襲警受給

惨勤務総長幸 E当事'1J:午誇ij8!湾30分

~午後5跨 後童話ー午後4草寺~午

前 Q善寺

砂申し込み・塁塁い合わせ 経歴書襲、

資怨縁関蓄を子宮警告のうえ、祭事事cp
llsJ題jg総合言需要並署詩務総会〈椋市役

柄拘〉官〈品4)5251へ

事量糧事噂噛

..B跨 61'ヨ10日(閃〉午需主総善寺1I

午後宏容幸

砂金緩 やま吾下公民鐙〈主主主一人

2]"さまで〉

惨程奪い合わt主 蔚工会盟(82)3131

..対象飽和15fl"9月1E乏から約

李1J16fl"8月31をきさまでに総括苦し、

婦とも{還をな市内需主主主慧

b申し込み礎控華い合わt主 1¥11キ

に校長野、織さ話番号吾、夫婦の氏名、

総短年問E去を総統し、 6Fl11Bま

でに議騒音者協秘義翠へ

..白書寺 61'寺3をき〈をヨ〉午後1善幸

@潟~t織をE

験襲撃詩需 産義喜義務〈望書~t隙奇襲警〉

砂罪奪い合わt立 飯長拐殺(88)1373

重量殺E草子質量区

1>望毒液 中央公然慾

炉問い会ねな山本野(84)3おG
渡言語会場2C紛卒者安産記簿の予殺

砂8事者 7f'苦26B(:1';)

惨聴器語号 機工工約書童話護学後

紗経担しi且ib'鶴い若宮わぜ そう月22

BC重量〉をまでi之雪学校教書毒殺さ学務係官

(85)1151へ

篭渡韓関操謹糧費

6誇?日11&108まで
いつでも宗主主お察波を需主導主

よくき若手話できるようミ総線機

!手}I，，-Iし!と絞って、総選干をき埜

げて乏しく告をいぎレょう。

炉問い合わt主 慎尊重軽需霊祭滋望書 | 

滋壊鰯ァラジオo受

主主際霊堂官邸 (243)4723，混{感

新総世03(214)162日、不愛護主主

義欝言霊n03C21ヰ)1610

轍
盤

6
月

1990. 6. 1 

誠一一葉「一時
総ぐい虫iこぶる被害警がら治事事者正

喜善説聾宅まるため3草剤j線上綾子百校行い

き家宅言。 詩型干ちE主主主綴主患の方l手持託子宮申

書事を務めとちょう重要いいだします。

をまた、道主濯物双子さないようにど'

主宰力〈正ささい窃

I>Eヨ華寺 61'ヨ6日くえり、 7Eヨ(木〉

午詰(;9路沿う午後ヰ時議<1;7:(隠

夫、き社F畿の壌をきi品疑事基〉

砂敏子宮をE主義 務綿子二了jしヌ壌入o
総長設〈烹我主義寄与1T関15室主主主後続〕

D.び議事主義華経松祢く総発戸設す地〉

b問い合わせ 公豊富線封空襲撃

。主主6闘機:1';Eま:つり lごと:~事、襲撃の滞

在誌の751.まら蟻の談室主霧議事自!こ475
7219ぬの皇室総11ありEまし去三。

.，子路線{む捻毒装昔話力会軽量から絞め霊童

重量!とと5075ぬの霊軍隊があり霊長しだ降

。湖北お八つ手ヅ1[" ブ者震から手

をつなぐ袈の会{ごと51ヨ円の襲撃{す
がありましt:';.

。パチンコフラミンゴ滋(つくじ

堅手〉かそう襲警易マザーズJ1¥-wrひ

まわり際J tこと夕、ジシ設ン、議員思

惑談役ツトの襲警望書がおりました0

0綴京電カく練〉干譲受信治主設費量所

緩から議神簿言霊祭主餐生郎総 rあら

さ萄J !とと笑滋陶芸量磁綴意義密告の襲撃

聖書がありまし主主句

やき発主菓子主義総薬会織から各機産量絞

大重量湾1'::':ニスポ叩ツタイマ 台、ジ

ト 式の喜寄港11;y;りました。

。議31主主致孫子i程民主悲サニょ うF

議行事委員会主義1I5役会福?立総数整

機器基金にみ11万ぬの癒絡がありま

し主主。

。火葬整理宮様〈久楽家〉から事主主主義語紋

B暗殺き語録主義議k:.と喜霊童話剣隠尊重て?の

夢想上金の一号車51ヨplの寄付汐;y;り
きました。
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